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山も多かったから雑木林を伐採して燃料

や炭にしたり、畑ではネギや白菜がたくさ

ん取れたり、茄子やきゅうり、ヤツガシラ、

さつまいも、ほうれん草もあったから、皆、

自給自足の生活ができていたね。落ち葉を

堆肥にしたり、苗床を促成栽培したりして

ね。中でも梶ヶ谷ではネギを作っている人

が多かったから、梶ヶ谷だけで品評会が開

けるくらい盛んだったね。梶ヶ谷幼稚園の

シンボルマークは今でもネギがデザインさ

れているのはそういう理由からでね。あの

頃は耕作用の馬や牛を飼う家も多くて、チ

ャボや鶏もたくさんいたね。 

 

◆戦中戦後の記憶 

 二十歳の時に召集令状が来てね。 初は

第一補充兵、その後、第二補充兵として二

回召集されてね。甲府の六十二部隊に配属

になって、補充兵だから何でもしましたよ。

朝、ラッパが鳴ると点呼があって、一日が

始まるのだけれど、嫌だからって脱走した

ら殺されるから、辛抱するしかなかったね。

初の大変な３ヶ月が過ぎるとだんだん軍

隊にも慣れていったけどね。一回目の兵役

から帰ったあとは溝口の日本光学にある軍

需工場で２年半ほど働いてね。二度目の兵

役の時には大陸に渡って黄河にかかる橋を

守る役目だったけれど、毎日のように敵の

飛行機が爆撃を繰り返してくるから大変で

ね。時には野営もしたね。負け戦になるっ

てわかっていたけど、そんなこと言えない

からね。 

終戦は上海にいる時だったね。半年間は

捕虜として収容所に入れられて、昭和２１

年４月に復員してきたんだ。引き揚げで船

が舞鶴港に着くと東海道を川崎へ向かって

汽車に乗り、たった一人で家に帰り着いて

ね。家族がとても喜んでお祝いに近所へ金

平糖を配ってくれたことがあったね。戦後

の農地解放ではこのあたりの土地の持ち主

が変わったりもしたけれど、私は結婚して

分家として独立してね。畑を支給されたの

でしばらくは自作農を続けていたのだけれ

ど、農家というのは畑に種を撒いても収穫

してお金に替えられるまでには半年はかか

るからね。経験がないとなかなかうまくで

きないしね。難しいね。 

みんなで今の「いこいの家」のところに

「倶楽部」というのを作ってね。いわゆる

農作物の集荷場だね。ネギやさつまいもな

ど収穫した野菜をトラックに積んで東京へ

出荷して生活していた時代だったね。ちょ

うど車が普及し始めたころで、 初はオー

ト三輪だったけど、やがてトラックになっ

て、地主の家が相続税対策としてその土地

を手放すまで「倶楽部」は続いたわけです

よ。 

 

◆ブルがやってきた 

 高度経済成長の時代になって昭和４４年

にこのあたりの区画整理が始まってね。そ
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カネ、食器等が全て揃っていて、いつも畳

の部屋にお泊りいただいてね。お地蔵さま

がいらっしゃると一尺の竹の棒にのぼり旗

を立てて、今いらしている、ということを

近所に知らせるわけですよ。そうすると近

所の人も代わる代わるお参りされてね。昔

はお地蔵さまの一式をリヤカーで運んだけ

れど、今は車ですね。有馬から増福寺に戻

る時には「送り込みの日」といって、また

皆で集まるわけです。 

 一方、「お不動様」の方は５月中旬で、

木の箱に入ったお不動様が単体でお見えに

なりますね。やはり畳の部屋に一泊してい

ただくのです。こちらの方は神木の等覚院

のお不動様で、明津を出発して梶ヶ谷（亀

ヶ谷家）に来ていただき、そのあとは馬絹

の数件を廻って、また等覚院にお戻りにな

るというものです。 終日にはお泊めした

家の皆が集まって、やはり「送り込みの日」

をすることになっています。 

 そのあたりの民間信仰が珍しいというこ

とで、平成１２年に川崎市市民ミュージア

ムが東洋大学の大島建彦教授を団長とする

調査団を派遣してくれましてね。それによ

るとお地蔵さまに「建武三年」という年号

が刻まれていたことから、鎌倉の源氏の落

ち武者がこのあたりにもいたらしい、とか、

いろんな話をしていましたね。 

 

 

 

◆梶ヶ谷の今昔 

 昔の記録では梶ヶ谷には５１軒の家があ

ったということだけれど、区画整理のあと

本当に増えましたね。昔から「講中（こう

じゅう）」のつきあいがあって、お地蔵さ

まの信仰などで集まる機会も多かったので、

皆農家だから、何か大事なことを話し合っ

たり、いろいろ決めたり、助け合いながら

隣近所のつきあいを大事にしてきたわけで

す。宮前区になってしまった金山地域や宮

前区の梶ヶ谷地区とも、今も町内会を通し

てきめ細かいお付き合いが続いているのは

本当にいいことだと思うね。 

（平成２６年７月２０日実施） 


